
細菌性食中暮の予防  16  18  食品の安  書1 浩介  ベn■薫遺伝子榛出のためのPCR法お  食中■事例における原画ま品中の食中  欄t出血性大≠肉の捜壬法として庫労  食中■事例における傭凶食品中の汚染  2005年11月に井田回日本食品衛生掌会  3  ZD  】4  0  82  5  0  u  3   
に関する研究  心・安全確  よぴDNA抽出法を食品で検討した。  暮繊度の菌数測定を地方自治体に依輔  雀監視安全課から通知を出した。  菌数に関する研究については、全圃の  掌術桝漬会において、シンポジウム  

保推進研  しAMP法によりヰ入牛肉からの∨丁遺伝  した。食中霊細tは、甘薯lによっては  地方自治体に贋日暮品中の食中暮細菌  ●‘u由hamonocyt叫●n06の研究動向■’を  

究  子機出を行い、下痢冊性大腸薗検出系  100未濱の少なし＼摂取1でも感染が成  数測定について調査依爛を行った。1丁  開催した。2DO5年＝月に第銅回日本食  
を檎附した。カンビロ／くクターのリスクプ  丘ナることが推定され食中t細菌の非  事例での嶋告があり、サルモネラ、欄■  品衛生掌嚢掌術桝漬会において、シン  
ロファイルを行い、汚染実態椚董によリ  ¶に少ない摂取tでも感染が成立する  出血性大横薗、暮葉蘭性大横薗、カンピ  ポジウム■‘campylobact亡「食中暮の制  
デー少収轟した。非加熱喫食食品の製  ことがわかった。ヒトのリステリア癒の慣  ロバクターおよび腸炎ビブリオについて  御一■を開催した．2006年9月に零27回日  
造工程に従ってリステリアの危書分析を  嶋収集や疫学的情報を行い、分離株の  少数での菌数の汚染食品でも懸染の危  本曇晶撫生物掌優において、シンポジウ  
行い制御の方向性を檎肘した。魚卵加  険性があることが示された。   ム“日本を王推させた0157による集団食  
エ製品のリステリア汚染による膏の川島  中暮－その後の10年”を開催した。   

を椚べた。ヒトのリステリア症の情報収  
集や痩掌的情伸を行い、分離株のホ贋  
性および環境抵抗性を檎射しそれぞれ  
の成1が得られた．   

ダイオキシンの乳幼児  16  18  食品の安  多田 裕  わが匹の母乳中のダイオキシン織濃度  定点を定めて淵走したダイオキシン類の  なし   ダイオキシン対策に対するパンフレット  なし   3    0    4  0  0  0   
への影tその他の汚  心・安全確  とその年次変化が明らかになり、乳児が  濃度が低下傾向にあることが明らかに  の中に当研究班の研究成業としての母   
染実態の解明に蘭す  保推進研  掃取するダイオキシン畑のtが明らかに  軋中のダイオキシン畑の年次推移が引  
る研究一掃lこ母乳中  究  なった。また、ダイオキシン汚染が乳児  用され、一般への知織のt及に役立っ  
のダイオキシン蹟濃度  の健■に明らかな影書を与えていないこ  た。手た、母事し中のダイオキシン濃度の  
の織年的変化と乳幼  とが明らかになった。さらに母乳の摂取  低下傭向は、鴎のダイオキシン対策が  
児舞書発達に及ぼす  tによっては、成人の平均血中濃度より  効井をあげていることを示しており、事業  
影書－  ホ濃度の血中ダイオキシン類濃度を軋  の効果に用いることが可能であることを  

児も認められることが明らかになった。   明らかにした．さらに、母乳l■▼の推奨  

点がある母乳を安・bして推奨出来ること  を含む母子保健対策に↑粧し少子化対  
になった。  策にも成果があった。   

新規噂書棚憎系を用  なし   なし   0  2  0  0  0  0  0  0  0   
いたアレルゲン性騨†正  Ⅰ■巨費容体（FG亡Rlα）を発現させた系、  

試験法に閲する研究   保推進研  およぴ、Fc亡RIαと上皮増稚因子受容  
究   体とのキメラ受容体を作製してルシフエ  

ラーゼアツセイ用のヒト子宮頚部瘍由来  
細胞に発現させた系の二つを確立した。  
これらの系を用い、抗体を用いて】虎を捜  
出する従来法とは全く井なる、生きた細  
他のシグナル伝■に暮づきⅠ昨の憾作お  
よび架橋をホ感度に檎出するという、よ  
り生理的なアレルゲン性騨価賦麟法を  
開発した。   

魚介顆に含まれる暮  本研究成集であるCTX爛とPTX爛の機  4    0  0  丁  8  0  0  0   

中事傭因撒井の分析  ぴに」C／MS分析法を確立した。さらに、  構分析による走1法の確立は、これら検  

法に間する研究   保推進研  西日本沿■におけるGlmbiordisGu8眞と  壬体制の充実・強化にT僻し、田内外塵  

究   06レ00P写is几渦鞭毛濠の分布状況を明  を間わす、本邦に流通する魚介輝のモ  
らかにするとともに、町内に流通または  ニタリング実施に大きく零与すると舞えら  
流通しうる書用魚爛の事性を再騨価し  れる。一方、シガテラ中書やPTX機中暮  
た。  の早期診断や未然防止、これまで暮性  

が不明で未利用責屑となっている魚介  
積の▲用化の実額が期待される。  

コンフォメーション得■  なし   なし   0  0  0    5  3  0  0  0   

的抗体による簡便で  心・安全稚  リフォールディンケにより、βシート製プ  
書冊鷹なBSE診断法  リオン量白、プリオン量白フィフリルを作  

の開発研究   究   乳透過型t子嬢徹也、冊子Ⅶ力線楕  
鏡、CDスペクトル解析によりそのコン  
フォメーションを確認後，抗体ファージラ  

イプラリーと止雉反応させることで、プリ  
オンま自分子のコンフォメーションをス  
ナツプショットする持■的抗体を作製でき  
ることを明らかにした。   
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小児藁物療法におけ  18  18  医薬品・医  石川 洋一  小児科Ⅶ壌における1）遥応外任用医薬  本研究の壬応外医薬品の実噌¶鷹甘  小児治職稚鷹のために全月‖腋暮の輝夫  本研究は集積を騨ずされI小児欄田打膚  平成柑年7月30日午後7時のNHK  2  0  ロ  0  4  0  0  口  ■   
るデータネットワーク  徽■構書レ  品の実甘、2）刑形変f状況の実態、を  舌により、小児用刑形のない医藁晶につ  を用いて小児臨床賦麟候楕施設遺定兼  法根拠慣■収集事霊」の平内使用≠馳  ニュース他で本研究概の小児藁鋤環法   
の実用憤と応用可能  ギュラト  限定された品目ではあるが明らかにし、  いて、製薬企業が数社、開発を検討する  を作成した。本選定幕を用いて製藁企業  瞬董に●蘭し、メトトレキサートカプセル  こおける剰形変更間旧について嶋遺さ   
性に関する研究  リーサイエ  適応外使用匿薬品間他の実Ⅶを指摘す  ニ至った。匿＃晶が発売に遺めば、今ま  の治験、医師土中治♯、製遺販売後椚  の若年性特発性朋節炎の効能・効果で  れ、小児科積ヰにおいて小児に使用し  

ンス総合研  ることが出来た。これらは間鶴として聡  で適切な刑形が■く■擢を■っていた小  壬を実施すれば、施設遇走を迅速化す  すでに間董を開始した。今後は小児藁  やすい刑形が必事であること、施世の薬  
究  撫されながbも実数として明らかにされ  児島肴に対する井欺は大きなものであ  ることができる。1丁年度には、製菓企業  鞠★法檎肘食■の遁走方鮒こしたがっ  刑師が安全確保に輝めながら対応して  

たことは殆ど兼く、本鯛暮緒集は暮1で  る。楕lこミダゾラム注射剤の内服薬での  の抗生物干点疇薬治職で■用性が実証  て椚壬を遭める．医薬品匿★機撫総合  いる状況が酋畏に伝わり反■を呼んだ。  
あり、行政・攣会・製薬企業に雷効な情  使用、各施鮫で大1に行われるウルフア  された。   櫨檎の安全性胴董では小児薬柚■法に  薬事日報やJap■nM●dicinoなどで小児  
報提供を行うことが出来た。電肺主導治  リン錠刑粉砕専は、行政・学会・製藁企  関する箆ヰ機関ネットワーク試行臍壬に  薬物■法の1応外使用間慮がⅦり上げ  
♯実施ではフェンタニル注のデータが治  おいて「小児科儀壌での■乳維持潜没  
験藁遭定に活用された。   与後の低ナトリウム血症に関するⅥ董」  

などを実施している。   

ワンセ哺H凡ん動地  
ど特殊な成分の医薬   ホ丑器書レ  株医薬品、矧こワクチンと抗がん刑に関  ヰ剰については、十分な非臨床安全憎  法曹に蘭するガイドライン並びに抗がん  法事に関するガイドライン並びに抗がん  関心の深いステークホルダーの蓼義す   
晶における非臨床安  ギュラト  する非臨床安全性世欄の稟施手法■に  賦♯の稟施が田概であったため臨床的  刑の非臨床安全性試験の集施手法専に  刑の非臨床安全性賦♯の実施手法書に  る壌においてⅣ繁にあたっての情報交   
全性拭職の実施手法  リーサイエ  ついてICHや欧米のガイドライン輝悩文  視点から見た際の危■慣鴨が十分でな  爛するガイドラインを新たに策定する闊  関するガイドラインの未だ策定されてい  換金を企圃推進実施してきた。   
専に関する研究  ンス総合研  暮を蓼照しつつ本邦においてガイドライ  ない環状にあって行政的にE藁晶曽t  

究  ンを設定する胃に必暮な書子暮の成兼  響の局面でこれらのt子羊を●照しつ  
を策定した。   つ実地の対tとして利用することが可能  

である。  
乎静的動向蝕‾  
た医薬品の新たな書   0  0  0  ○  0  0  0  0  0  

ホ機器等レ  、 

効性及び安全性騨価    ギュラト  究においてLocalしymphNod●Aき甜yの  る非臨床試験のタイミングについて研究  のt事な★料として活用され、すでに50  映されている。   
事に闇する研究  リーサイエ  必手性が判明した。ナトリュウムチャンネ  

ンス総合研  ル寸断薬の使用に際して、8m印加症傾  
究  群、ことにSCN5人のれ≠例においては  

印さi¢抽idoの任用に際して慎1な注書が  
必事であることが判明した。体位変換に  に静する憫欄点の解決に対しても研究  
許するQTW間のま化の職翳が非薬理  班の成1が利用されている。   
攣的鴇性対照として書用であることが判  
明した。   

安全性評価のための  日本竿簡裁甘による動物＃♯に閲する  相聞年に改打された動物の曇Ⅷとt理  invむ○皮膚愚作性賦験（h－CU汀）は何  5  39  5  0  85  31  0  0  0  
動物某♯代書法の聞   性賦麟や皮膚嘱t性F験を／くリデー  指針作成に●御した。   こⅦする法律に動物稟麟に闇する3Rの  鷹か新聞に紹介された。手た 日本動物   
集および騨価体¶の  ギュラト  ション讐により騨価し、遭切な方法である  肝刑が組み込まれた．これに闊し、柵■  実験代瞥法華食だけでなく薬学食や築   
確立に関する研罰  リーサイエ  ことを明らかにした。  団から書見横取を受けた。   理事会で代讐法に関するシンポジウム  

ンス総合研  を開催した。また、2007年に匹胃動物★  

究  ♯代書法会■を主催することとなった。   

医療職譜の性能基準  16  18  医薬品・医  蠣谷 文事  l性能暮準J間遍の研究においては、当  匿■櫨欄の性能壬準が、臨床上不可欠  l性能暮準」間違の研究においては、匿  匿覆■♯の性能暮聾に明しては、必ず  0  0  0  0  0  ○  0  0  0   

設定に開する研究  ホ機構零レ  初の目的の「医ホ■♯の性能暮場ガイド  な暮素を盛り込むとともに、臨床上の粛  ホ機犠の性能基準ガイドライン策定のた  しも明確な概念定義がなされていなかっ  
ギュラト  ライン」策定までは至らなかったが、策定  用性を担保するための枠組みを示すこと  めの基礎檎肘t青書」を事肴に、課鴫疇  た「医療機響の性能」に関する考え方の  
リーサイエ  こ必手な積々の檎肘緒よを「医療欄∬  が出来たので医療機構にかかわる多く  を暮理し、「監ヰ撫蕎の性能暮準ガイド  大枠と、性能娩¶のあり方を檀Tするこ  
ンス総合研  の性能暮準ガイドライン策定のための暮  の闇係書に活用され、この分野の研究  ライン」を策定する必事がある，また、「ソ  とが出来た。また、性能規制上の檜牒糧  
究  ヰ娩肘報告書」として取りまとめた。ま  を促進する饗になると考える。また、匿  フトウエア」開連の研究に関しては、最終  も検肘することが出来た。匿震機器のソ  

た、rソフトウエア」開運の研究について  ホ撫♯のソフトウエアを暮独で承峻・紘  的には、薬事業務に関する匿な儀書の  フトウエアに即しては、規制のあり方を  
は、「匿■機♯のソフトウエアに関する暮  証する場合の臨床面での慎也について  ソフトウエアの書暮ガイドラインや開発段  捜肘する前段階としてのは課員を生理  
本間暮書青書」として取りまとめた。  も檎肘した。   隋における体制書≠のガイドラインなど  

の策定を目指す必暮がある。   

医療♯幾分野の臨床  18  18  医薬品・医  炒中事之  匿ホ機器に関しては、ガイドラインなどを  医療職職では、本研雇の研究内容など  医療■♯については厚生労働省と椎済  匿欄用腋輝については、平成17年度に厚  筐覆書手では本研究の横町内警によっ  0  ■  10  0  0  0  0  ■  u   

騨価ガイドラインの作  蝶機器零レ  作成する際のプロセスとして、1）GCPで  を暮に捜某してきた通り、硬肛化した治  産業省が協力して投正した「次世代医療  生労働省と織済虚業雀が協力する「次  て檎射されてきたことの主任研究者によ   
成に関する研究  ギュラト  対処できない礪目の嚢理と対応、2）聾胃  ♯を実施するのではなく、メーカー、■合  機♯絆価指標株肘食／医療機響開発ガ  世代匿覆機書騨価緒橿榛肘会／医療儀  る慣増発償などにより、8本人工離場竿  

リーサイエ  状況の椚董、3）間■の解決策の捷事な  性騨価機聞、規制当鳥、学会などが協  イドライン騨価捜肘婁▲食」の中での「体  艶開発ガイドライン騨価檎肘婁■会」の  会、日本胸部外科学会などの匿兼職器  
ンス総合研  どに関して、治験への反映をどのように  力し合いながら、医療機Ⅶの目的、特  内埋め込み型能動儀♯（高≠能人工心  立ち上げと17年度？18年度の娩肘内容、  開発や臨床応用へのガイドライン作りの  

するかという、方法愉や体側作りに関し  機、リスク・ベネフィット分析、症例数も含  鼠システム）」に関して、雷董・開発ワー  ワーキンググループの活動に、本研餞  機丑が盛り上がり、平成18年の日本人  
究  ての暮本的な考え方を推暮することがで  めた正数デザインの決定などをどのよう  キンググループの活動の方向付け、非  成井で横附してきた内容を反映させ、新  エ簾糟学食でのシンポジウムとして取り  

きた。体外鯵断医薬品に関しては、体外  こするかという方l椚こ従って、中内初の  蹟床賦♯や治職デザインにⅦするガイド  しい医療職♯の＃晶化に向けての間弗  上げられた。また、平成柑年に予定され  
鯵断用医薬品の使用覇闇の闘士とその  体内埋め込み製綿助人工心臓システ  ラインの拭麟1日や内容に関して人体  や事董のあり方の方向付けを行なった。  ている四胃人工臓♯学術大会でも同時  
製品の特性などに暮づく分爛、日本での  ム、【VAHEARTの治験が開始された。体  的な榛稟を行い、本研究の実際的な活  また、半金の■M知離をこれらの過程に  通訳セッションとして治験を経由して匿■  
研究に関する倫理指針と医事愉理指針  外診断用医薬品では、鯵＊・遺伝子憎  用例とすることができた。体外鯵断用瘡  組み込む体制の構築に貢献した。  機糖の製品化を行なうプロセスに闇して  
に間して検討し、このⅦ填での間鶴点を  のシンポジウムを什圃している。   
明らかにしつつある。   臨床検査闇遭の愉理指針などを暮に鶴  

床応用に向けての犠尉官行なった。   
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タン／くウr製剤および  16  Ⅶ  医薬品・医  吉岡 澄江  従宋、タン／くク天や非ウイルス性i量伝子  従来、非ウイルス性遺伝子導入製刑は  保存実職によって製剤の保存安定性を  なし   日本薬事余丁126年会において発表さ  □  4〇  0  0  35  山  0  0  山   
非ウイルス性遺伝子  療機器専レ  導入製刑の保存中の安定性は構造鰻  保存費定性に劣るため、用晴別製される  実闊に確放する現行の安定性賦験ガイ  れた本研究の成1が鞘遭欄間向けの講   
導入製剤の分子運動    ギュラト  和時間を指櫓とした分子連動性と朋■  ことが多いが、β一緩和時間を抑制する  ドラインにかわる書薫凛型の拭♯法とし  膚ハイライトとして公喪された。   
性に暮づく安定性麒麟   すると書えられてきたが、本研究の成果  
法の確立に関する研  ンス総合研  により、β－嬢和時Wによって衰される  

究  究  スケールの小さな分子運動性と密捧lこ  
聞1することが明らかになった。   入効率を示し、臨床における木製剤の活  

用が期待される。   あると考えられる。   
日本案局方書直薬品  18  18  医薬品・医  川西 職  日本＃簡方（JP）に収載されている試験  本研究成果を反映してJPが改正される  T14改正第二追靖および雫15改正JP告  本研究の成集は、JP改正に関する事繊  JPの改正をi■じて、匿薬品の品千に関  2  山  35  0  2  Z  4  31  1〇   
基準の虞隋ハーモナ  膚櫨潜専レ  法や医薬品各条規格などについて、科  ことにより、収書医薬品の本rや、晶■  示の原動力となったことにとどまらす、平  を行う薬事■食品衛生響比食局方節食  する慣甘を電民に遭切に伝えることがで   
イセーションに関する  ギュラト  掌技術水準の向上を取り入れながら、匹  を総合的に保旺するための規楕及び拭  成18年3月31日付け虞食事無精  開1の各委■会での雷1に活用され、  きた。また、皿静的学術鎌駄や内内の■   
研究  リーサイエ  隋椚和を目指したす後の改正のための  ♯法を正確且つ速やかに匿■礁事書に  033101a号r日本藁鴨方の日本名文王に  隻■会での■檎に科学的櫓拠を与える  門昧にも本研究の成兼を縄tし、我が  

ンス総合研  経書を手とめた．本研項の成果は、JPの  周知することが可能になる．また、JP  伴う医薬品の一般的名称（JAN）の取扱  ものとなった。すなわち、本研究は、匿ホ  四のホ位置薬品の品丁稚保に関する■  
究  ♯lヰ改正★二追補およぴ★15改正に反  よ、製薬企暮が医薬品を手旺申什、品  いについてJ、間8月31日付け薬食覚書  品の承認書壬における品ー暮董の纂  新動向を広く周知することができた。医  

映され、JPが凰隋社食の中で匿藁品の  ■t理する障の規格および試♯法の橿  0331005号「t十王乱本巣爬方の制定  準、あるいは、監視指導での品暮確保の  薬品の名称の改正と孤闊椚和に関する  
品Tの規範書として先進性を保ち、かつ  準暮として活用されているため、JPの改  書について」別紙13（旧薬局方日本名を  構薄暮として活用されるJPの改正を通じ  研究の成1の一部は、日本医薬品一般  
舞1させる事にT僻した。また、ICH（匿  正によって医薬品の品r確保がより確  改正した品目など）、間10月2日付け医  て、医薬品の晶1に関する薬事行政の  名称データベースとしてインターネットで  
薬品承旺事董ハーモナイゼーション平野  かなものとなり、平民の安心安全、せ♯  藁食品爬雷暮t■騨事稀連絡「我が可  円滑かつ効率的推進に貢僻するもので  公開されている。生物薬品の試験法研  
会■）やPDG（薬爬万機肘食止）事の凰  確保に大きく貢献する．   こおける医薬品の一般的名称の文責  ある。また、典九万のⅧ静間和が逢膚す  究に壬づき開発された腋帆隠験法に開  
静的な廿での日本㈹の主躊に科学的根  （井）にⅦする書見の募集について」など  

拠を与えるものとして本研究成果が眉爛  数多くの医薬品品★間壬ガイドラインに  
された。  反映されている。   熊になる。   

ワクチン製造棟の晶T  18  18  医薬品・医  加■ ■  間一品汀の生ウイルスワクチンを安定  ワクチン降積緩のlり反応は、ワクチン樟  生鞭掌的製剤靂欄の枠内で、ワクチン  医薬品GMPにシードロットシステムが加  幽庵ワクチンの品Tが同上し、全ロット  †3  tO  0  8  10  0  0  8  0   
t嘩に関する研究  環機器琴レ  的に供給することは、平民の健廣保持上  檀により得た利点に比べて小さい場合に  株に対して暫定マスターシード、ワーキ  わることにより、製品のロットⅦの晶丁的  穣肘零の凰専横定積臼が鼻正されれ  

ギュラト  1暮なことである。現在の製造方法と生  封昨春される。生ウイルスワクチンは．  ングシード、プロダクションシードの股定  同書性はさらに向上する。一方、わが匹  ば、鳳内ワクチン製逢所の中野職事力  
リーサイエ  物学的製剤規準の枠組みの中で、製遭  対■肴が主に子供であり、その被掩檀  を行った。ワクチンの品賞を榛旺するた  の生物掌的製刑は全ロット検定を行い、  が向上するものと思われる。  
ンス総合研  承認株から数えて同一縫代歴のワクチ  書数も多い事から、品書的安定性には  めにワクチンに含まれるウイルス集団の  それに合格しなければ1示、販売できな  

究  
ンを安定的に市場に出すべく麻疹、鳳  い。しかし、これらシステムにより生物攣  
疹、おたふくかぜ生ワクチン製刑に導入  的製剤のロット間穐豊が■くなるとする  
する事を作った。   入することにより製品の晶r的安定性が  ならば、檎定積目の農止し、金口ツト榛  

向上し、変■ウイルスに由来する劃反応  走システムそのものも見止しが可能にな  
を書くし縛る。   る。   

ワクチンの安全性向上  18  18  医薬品・医  財団法人 予  縫1棟積による新方式のインフルエンザ  インフルエンザt患時の局所粘牒での  神経疾欄や1症心身障雷光著に対する  ワクチン捧檀既往のある年鼻児、成人で  本研究班が疇属した、基礎医事、ワクチ  ヱ5  丁ヰ  40  15  27  5  0  3  10   
のための晶賞確保の  療機器零レ  防旛稚リサー  ワクチンの開発に成功し、P01y（lこC）をア  過剰なサイトカインの産生を確絶し、痛  ワクチン撒穐の必手性から、書M半合と  の麻疹t息の椚暮精霊から、麻疹鳳疹  ン攣の書門書、臨床医、痩寧著を網羅し   
方策に朋する研究  ギュラト  

リーサイエ   フルエンザワクチンのマウス維▲繚積賦  檎肘も行われた。ワクチン副反応と紛れ  ドラインが作成された。とくに施設等での  年度からの実施に■＃した。麻痺ゼロ作  から少なくとも一名の臨床医書が●加し  
♯で¢染防御が確隠された R●∨勺√盲■  やすい小児の神経系疾患の現状が嶋告  活用が期待される。   職の実施と成功から、医師会と行政の  ており、ワクチンに蘭わる情報の収集と  

ンス総合研  
究  

l●nO心c6の手法やキメラワクチン開発の  された。高齢書に対してはインフルエン  連打こよる運動のモデルを示した。各地  暮斬知見の発憤が行われた．年度末の  

手法を確立した。RT－UuJ円玉による百  ザワクチンに加え、肺炎球菌ワクチン旛  のワクチン実用状況の†t書収集により、  総会は吉名を超える参加書による発表、  
日噴の迅速診断法を開発した。DPT－P  亨lの工手性が示され、小児のインフルエ  予防捧稚方式の変王事による現場の濃  肘比があり、全■が什鞘の収受に膚足  
混合ワクチンの力価撰験法、樺準品の  ンザにおける悩症の合併と多用されてい  乱筆に対応する情報発情を行った。予  しており、今後とも何らかの形でワクチン  
安定性の確認が行われた。嘔吐下椚症  る薬剤の馴反応との関連について檎肘  防樟檀制度については、少子化対策、  横檀関係書のネットワークの維持、活用  
ホ因ウイルスの分子硬筆桝董からわが  書児支檀の観点から見正すべきとする  
四での流行状況とワクチン開発の必事  拠1を行った。   

性が檎肘された。   された。  

血液新法に伴う輸血  16  18  医薬品・医  書欄 事暮  r安全かつ適正な輸血蛋療」の興施状況  t終アンケート縮果では、■血の一元t  先γ、研究班の班■相互のティスかソ  r安全な血液製刑の安定供給の確保■  r安全で適正な■血医療」を実践するた  之  0  Z2  4  0  0  0  0  0   
t理体制と安全t理・    兼職譜等レ  杷橿のために輸血t理体制及び輸血環  理体¶の稚立が87l、輸血■浅手■会  ション及び／けリツクコメントに暮づき、「  ＝闇する法律」の施行．ー嘲血療法の実  め、各医儀機関の輸血療法李■会及び   
適正任用マネジメント  ギュラト  法委員会の活動状況、自己血輸血を含  の設tが941であり、アルブミンt理は  

システムの構築  リーサイエ  ●†   

ンス総合研  、 

究  
ユ 

、、 
。 

息増し、アルブミン及び新鮮凛縮血策の  
任用1が減少し、檜血t理料1または  
Ⅱを計207施設が取得していることから、  
適正輸血のt■が浸透しつつあると書  
えられた。また、各地域の合間仙血■法  
妻■食の有用性も確認された。   れた。   ジーで公開を檎附したい。   
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同檀血■血安全性向  1¢  18  医薬品・医  佐川 公憤  2005年から3年間実施したアンケート椚  15滝股の共同研究によって、自己血の  1押4年の厚生労≠雀によるl自己血■  巨己血■血ガイドライン改訂羊は已本自  1∝け年5月に開催される書的直日本輸  28  ま  31  0  10  0  0  山  ■   
上に伴う自己血●血  ホ機器専レ  暮での輸血集積のデータは、日本の抽  細菌増暮による細菌汚染の実顆臍董研  血：採血及び保t管理マニュアル」、  己血岬血学会のホームページに掲載さ  血・細胞治療学会でのシンポジウムで、   
1応の再検討  ギュラト  血実績のヰ4．3％を絹枝していた。2006年  究を、2005年10月から2007年3月までの  ZO01年日本輸血・相場治♯攣会およぴ  れており、筆会■からのノけリツクコメン  上記の研究内容を先妻する予定であ  

リーサイエ  る。        1年Ⅶの自己血●血の実績が205．948●  18ケ月で3．閃き例実施し、4例が細薗培t  8本自己血輸血攣会による「乱打自己  トを募集中である。一定期間の後、零せ  
ンス総合研  位？209．207暮位集積されたので、日本全  ≠性。その内1例は鍵陽性と判定した。  血輸血ガイドライン（暮〉Jを暮盤にして  られた量見を取り入れて、さらに改打を  
究  件の2008年1年間の自己血け血実績は  

464．8肘暮位？472、250暮位と椎計され  
た。臨床的に確鰐された自己血の細薗  
汚染は4例で、約10万本の自己血輸血  
が行われているので、2．5万事に1本の頻  ニカルパスなどのビジュアル化によっ  
度で細菌感染が起こったと推走された。  て、自己血●血の初心者でも安全で▲  
愚書は1ヽな後遺症は残していない。   正な自己血●血が実施できる構成とし  

た。   

檀込み型生命織掃蓑  16  18  医薬品・医  玉丁 宏  従来の不1含事例の取扱い上では、あ  本研餞では、不1含事例暮積伝運シス  本研究の中ではガイドラインの形では政  昨今では、不1含の届出に畔し、不1合  第20同日本心罵ペーシング・t気生理  0  0  0  0  3  8  0  0  3   
tの安全対凱二間す  群棲器零レ  まり扱われていなかった、不人含の発生  テムに、適切なキーワードによる検索儀  われていないが、不1合事例が発生し  の発生率の明紀を求められるようになる  学会竿術大農のt稽干渉・不六合教書   
る研究  ギュラト  平を償畑性工事に暮づいて■出する手  熊を持たせることの1手性を脱いてい  た■合、転借などの理由で、万一匿覆儀  など、本研究で提示した指標が稟隋の  セミナーは、匿■界．製遭販売業界、患  

リーサイエ  法を導入した。しかも暮なる不入合発生  る．これは、このシステムを暮に不入合  開㈹からの伝達経路が途絶えてしまって  行数にも反映されつつある。   舌代褒、行政を加えて意九交撲を行うセ  
ンス総合研  串のみでなく、息書に現われる症状の1  ミナーであった。   
究  痘廣に暮づいて不入合の潔刑鷹を肝¢  

する手法に修正して用いている。これ  
は、傭輝性工事のFEMA手法を拡雉して  
応用したもので、従来の不■合の判定  
法と何事の判定を客職的、科事的に判  
断するに茸した手法であって、碑内外を  
問わす、きわめてホ新な概念である．   

刑作用の発現メカニス  なし   なし   0  29  ○  0  0  0  0  0  0   

ムを考慮した対応方  頭株器書レ  しているため、我々は、グルコース存在  
策にⅦする研究   ギュラト  下のインシュリン分泌に対するATPの影  

リー・・サイエ  ■を叫べ、その緒集、P2Xを介してイン  
ンス総合研  シュリン分泌を増強することを見いだし  
究   た。この増強のかなりの節分はt位依  

＃性C■2◆チャネル依存性であったが、  
t位依存性C■2十チャネル以外の経路も  
関与すると考えられる。一方、P2Yl受容  
体を介するグルコース誘発インシュリン  
分泌の抑制は著明であり、過剰なイン  
シュリン分泌を制御するという工手な役  
刊をATPが埋っている可能性がある。   

血液恥間門磯頓に‡  0  3a  6  0  45  用  0  0  0   

づく匿薬品間作用の  ♯機器専レ  成し、常値及び憫態時の8旧B機能を騨  
予測系の確立に閲す  ギュラト  価する上での有用性をしめした。   
る研究   リーサイエ  

ンス総合研   
依存性藁¶および未  18  18  医薬品・医  ？寸・と，・・・  規制業物である5－M00－DIPT、MDMA  募甘明暮研究において兼職服用排せん  なし   り新設刑潤所において薬物依存受刑者  新聞縄載（北陸中日新聞ニ2008．12，1．日椎  8  318  110  25  812  225  5  山  8   

規制ホ物l＝よる神経  徽機構書レ  やmCPP関連化合物の抽出・合成法を  妄や精神爛をiした症例から5M●0－  の間欄点把丘のため、日本に中人した  済新聞夕刊と文京新聞夕刊之008．8－4．河   

書性と精神■の発現  ギュラト  確立、覚＃刑やこれら化合物による依存  DIPT、5M00－MIPTや未知のトリブタミン  ■■暮癒度肝償尺度とかノジナル開発  北斬鴨2抑0．10．28と28．曇岬新聞   

機序に開する研究  リーサイエ  や神経■性に間する動物モデルや分子  茶利が檎出、賞醒刑として充Tされてい  した再使用リスク騨価尺度が導入予走  200丁．5．2a．日経新聞20朋．7．7．干葉日甘  

ンス総合研  ■序を爛べるための培養細鳩を用いた  ることが判明した。MDMAも鷺醒刑と同  2）HlTの嶋告をもとに2－C一丁一丁）ら†麻  之008息al．日経塵＃新聞2（）0…．28）丁∨書  

究  
実♯系を確立。これらの実験系を用いて  薬指定を受けた／H18年l月て   絶（日子レ200¢．8．12／脱法トラッゲ使用の  
行動、生化学および分子生物事的な研  危険性と薬事法改正．NHK2008．8ヱ3／宇  
究を統合し、MAPやMDMAによる依存、  書に危験・飲み物感賞で広がる脱法ト●ラブ  

情動性・虻知陣書などの分子機序として  ク●）雑読掲t（鋸血涙■け印Ghi●叫随  

モノアミン系、グルタミン酸禾、カンナビノ  200丁．3．1／サルPET町像）   
イド系を介する細胞内シグナル系の肝与  
と、依存糞現晴の髄内遺伝子鶉現実化  
の解析や共通して変動するタン／くクrが  
見出された。   ある  
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幹紹他を利用した分  16  柑  医薬品・医  白井 棲馴  P●膏遺伝子欠欄マウス由乗Pr08細他に  サイトカインによるT縮他の分化制贈メカ  〔研究成果雫■及啓発▼菓コ（医薬品・  0  J  0  0  26  2  0  0  8   
化桝礪増壬による人  療機器導レ  よる胸腺再構築の実♯系を積立し、遣  ニズムの一端を明らかにし、生体から樽  医療≠蓼書レギュレトリーサイエンス総   
エ血液の蘭舞lこ間す  ギュラト  血系相場における各檀遺伝子の機能解  られる造血幹細胞を希望の血球へと優  合研究推進事井）平成16年度研究成果   
る研究  リー・・サイエ  析法を新規に立ち上げたiまたこの系を  発♯会「人工血液を作る（5）」を開催した  

ンス総合研  用いて実際にRhoH、RdGl、Erk5などの  （平成17年2月11日（金）慶応大・匿・北  

究  暮手性を示すことにも成功し、そのデー  ・1－   

タを暮にRhoH、RaGlの遺伝子改変マウ  
スを作成した。これら遺伝子改変マウス  
の解析結集から丁場抱の分化成熱にお  
いてこれらの分子が1暮な役割を果た  
すことを示した∴末た∴」FによるGATA3  
の購場とTlb他系列への分可能維持の  
闇係性を示唆することもできた。   臨床応欄に向けて研究を続けていく暮  

書がある。  

幹細他を利用した分  16  q  医薬品・匿  千葉 滋  ヒト■書血CDり3は性細溜を、可溶型  1ユニット臍書血中の遭血幹相場戴が少  ガイドライン▼の間熟こは零与していな  事■会▼で雷事にされたり、行政沌策に  日本惰の科筆解脱雑聡からヒト〔S絹循  0  37  2  u  8  13  0  0  0   
化誘導埼暮による人  丑牡器事レ  NotchリガンドであるDok■1－Fcを用いて  ないことが、臍鞭血移橿の限界の一つを  い。   反映されたりするなどの成果にはつな  こ関するインタビューを受け、インタ   
エ血濱の開発に朋す     ギュラト  簾血j■・舞フィーダー条件で増暮するこ  がっていない．   ビュー記事が当該雑誌に掲載された。   
る研究  リーサイエ  とにより、免疫不全マウスでよ神道血可  

ンス総合研  能な造血幹細胞を約8借に増Ilすること  
究  ができた。臨床応用可能な方法による造  

血幹細胞増Ⅶの成井としてはt高レベ  
ルである。－一方、ヒト胚性幹（ES）細胞を  

槽暮し、過去の嶋告に比べ高純度で好  
中凱こ分化させ、機能解析までを行い、  
正≠人末欄血好中球と比べほぼ何等の  
■能をオナることを示した。   なステップが築かれたといえる。  

薬物の分析t定法の  16  18  医薬品・医  平井 俊樹  託せい刑のフロファイリングに関する研  父せい刑、MDMA及びM8D8の毛t以外  濯体クロマトグラフィー／飛行晴間型rl  水素・窒素・炭素安定同位体比測定によ  エクスタシー錠剤に関するポスター零は  2  円  0  0  17  5  0  0  0   
蘭書引こ関する研究  攫機器専レ  究で、文せい刑闇料エフェドリン及びメタ  の体毛への班半に匹敵する濃度での移  分析計を用いた分析法が毛髪中の極微  る三次元的な寛せい刑のプロファイリン  NHlくの薬物間且に闇するークローズアッ  

ギュラト  ンフェタミンの水素・壬素・炭素の安足間  行を明らかにした。MDMAに対する抗体  1成分の新たな分析法として利用できる  ケは、冊料エフェドリンのより詳細な超測  プ現代」の書絶で取り上げられた。寛せ  
リーサイエ  位体比による慣料の明確な起瀾推定を  作製を試み、MDA及びMDMAに交靂反  ことを縫某した。クロモトロプ酸による  解明を可能にし、冊料物Tの横流れ防  い刑の安定同位体比分欄については、  
ンス総合研  可能とした。H－NMRによるMDMA混合  応性を示すが、mO鵬mphot且mjno及び  MDMAのi色反応の非特書的発色を抑  止に書効な対策となることが瓜際会撫で  日本分析化掌会や日本薬竿会での発薇  
究  製剤中のMDMAの遭択的かつ迅速な定  さmPh●bminoとの交蓋反応性が低い斬  剛する集件を株肘し、¶暴試験の隋の  堵められた。日本で押収された川エクスタ  附こ注目すべき発表集lこリストアップさ  

れた。       t法を檀立した。マジックマッシュルー  規抗体を得た。P＄iloGinに特■的なモノク  注壬点を明らかにした。ケシ嘱檀拗中の  シー■■錠刑の椚暮緒景をまとめたボス  
ム、大麻、けしのDNAによるt別及び起  ローナル抗体を作成し、キット化した。ビ  16穫のアルカロイドを間時定tする遭相  ターやCローRは町内外の檀壬間係機関  
測檀推定法を確立した。幻鷺性Ⅷ物サ  ベリジン構導体及びTFMPPを連相系の  HPJC法を確立し、新規外鳳導入ケシ及  から書い騨価を得た。規制薬物と構遣・  
ルビヤに含1される新規活性化含柚とし  蛍光－HPLCによリヒト及びラット血炸に  び田内欄の一工檀に関する生▼、外  薬効が糟似しているデザイナードラッグ  
て7檀のサルビデイビン嬬を■■し構逢  十分遭用可能な分離・定暮法を積立し  観、開花期、アヘンアルカロイド組成・書  の成分t定法や生体試料の分析法の  
を明らかにした。   た。   1をⅥベ、緒集をデータベースとしてまと  

めた。   

遺伝子組換え医薬品  16  18  医薬品・医  山口 照美  本研究成果に関連して掌術線絶や竿会  本研究成果は止樺的に臨床に緒び付く  これらの研究成tは、医薬品欄の製造  なし   なし   2    5  0  13  12  0  0  0   
疇のプリオン除去工程    瘍機器零レ  専での発表もすでに行っている。いずれ  ものではないが、血液製剤零も含めたバ  エ穐におけるプリオンクリアランス騨価   

騨価の方法に関する  ギュラト  も新規の知見が得られており、掌術的に  イオ医薬品の品■の確保、すなわち臨  に関してわが霹及び犀静的なガイドライ   
研究  リーサイエ  も興味深い成果であるとともに、／くイオ  

ンス総合研  匿薬品専のプリオン安全性騨価を賽施  
究  

し、医薬品の品賞を確保する上でも実用  
性の書い、いわば■生医療やワクチンも  
含めた／くイオ筐薬品専のトランスレー  報となり得ることから、す生労働省闇ユ  
ショナルリサーチや開発・集用化を側面  部爬にこれらの成果を1文運格し、情報  
からサポートできる総合的な成果であ  を共書している。鴎際的なガイドラインが  
る。   将来策定されることになれば、わが叩か  

らも本研究成集に基づき大きな零与が  
できると期待される。   

GCPの運用と治職の  q  18  医薬品・医  ★山 茂  既承眩医薬品の効能追加を目的とす  医師主導治麟を実施することには多く  本研項瀾ではガイドラインの作成は  平成17年6月30日 兼4回治個の  平成18年11月29日 第27回日本臨  山  0  0  0  ロ  0  0  0  0   
倫理的・斡竿的な井の    丑稚器書レ  る医師主導治麟においては、海外個別  の田難が伴うが、上記に加えて下記の  行っていない。GCP，薬事法施行構lり、  あり方に閲する橡村会において、班会h  策薬理学会年会シンポジウム「わが四   

向上に関する研究  ギュラト  症例報告は報告対象から除外することと  改正を行い、医師主導治♯の実施可能  および関連通知専の改正は上記の通リ  の検討緒兼を攫曹した．中間まとめ（そ  のIR8の現状とこれからのあり方」にお  

リーサイエ  し、薬事法施行規則第273桑が改正さ  性が書まった。鴎内兼承眩・欧米既承  である。   の1）が報告され、その後、関連法規お  いて、r大事附九巾跳の治験雷董妻■  

ンス総合研  れた。施設において書目零の確保が難  聡の被験藁についての医師主導治♯に  よび通知専の改正に至った。平成17  会の役割」と超して、中央一尺臥書門IRB  
しい場合に 施設外の網引こ■壬の全て  おける治♯薬横手暮は 欧米構書暮∬  年0月29日羊6匡】、10月2（∋日算7回、  こついて報告した。平成18年6月12  
または一部を委託できまた、NPOが1Rt】  文にt新の情報を付け、その日本E育版  12月15日兼8国治験のあり方に関する  日付け日軽産業新¶、および平成18年  
の股1主体となることを認めるようGCP  書的を付ければよいものとした。同一  検討会において、治験暮王手▲金の現  9月13日付け薬事日報において、わが  
羊27集が改正された。田内禾ホ甥・欧  應牧内での独立性に基づくモニダノン  状、中央治♯t董委■会のあり方につ  電の臨床拭♯、治験に関する見解と紹  
米既承旺の被職凛についての筐師主導  いて嶋告した。平成18年1月26日第9  
治験における治♯藁は製造販売元企業  画治験のあり方に関する櫻村会におい  
以外からの入手も可能とした（響モー理  て積射し、中間まとめ（その2）が暢告さ  
課事斯道格Q＆A）。   青書作成の外部垂托、必韻文暮の合理  れ、その後GCPの改正に至った．   

化について確麗した。  
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恩讐及び四民に対す  17  18  医薬品・医  久保 鈴子  「愚書向匿薬品ガイド」の騨価と、その記  「息書同匿藁晶ガイド」の公開は、愚書・  なし   r息書同医薬品ガイド」は、成分モ237、  17年鷹以降、一般紙（朝日新聞ほか）、  0  0  l  0  0  0  0  2  8   
る医薬品安全性情報  ヰ機器専レ  載の手引の提示は、愚書・四民への匿  四民の医薬品に関する正しい知hと理  添付文書数として9抑の医薬品について  暮界織（製綿と機械、日刊薬事）」■門   
の擾供のあり方に闇  ギュラト  憬用匿薬品に関する傭繹性の書い情報  ＃の向上に役立つ。さらにその利用は、  臣纂息匿徽≠■総会■≠のホームペー  鸞向けおよび一帖闇‖■看向けの雑誌事   
する研究  リーサイエ  提供を可能にした。劃作用名を体の部  亀有・書換書と匿＃徒事書が良好なコ  ジに公♯された。このことは、「匿藁晶欄  に数回取り上げられた。（財）日本公定  

ンス総合研  性別の白鷺症状に読み甘える辞暮（息  ミュニケーションを凪ることを助け、その  牡檀供のあり方にⅦする懇談会」の縫書  暮協会と合間主催で一般51t書およぴ  

究  書用謄集）の開発は、r息書向匿藁晶ガ  招集、特に▲書な劉作用の早期発見に  ＝答えるものとなったと考えられ、また、  E♯従事書を対象に「愚書向医薬品ガ  
イド」の主眼である剛作用早期発見に開  息暑の安全確保を図っている年生労働  
遺して、安全対欄の1羊な暮盤となる。  省の医薬品安全対策に薔与すると奪え  
患曹・四民が医■の中で役割を集たす  る。一般用正業晶添付文tの記載内  
ための「藁の確認10ケ集」は、息書のコ  容、外箱衰示のあり方専の改書手は、  
ンブライアンス向上にt≠するとキえる。   平成18年の薬事法改正に伴う騨櫨に筈  

えるものである。   

態把壇と乱用・依存者    ♯社葬事レ  薬物乱用■依存専の異  17  18  医薬品・医  和田清  ・葉物乱用状況の把穫は、「遍連行▲の  ・1．書門■陳、2．DARC、3．G人肌入所薯の  ・治■過機上の耶圭的間月の壬理と、作  ・（研究1．薬物乱用・依存専の実態杷檀  ・1．全匹住民明壬 2．全内申事生肌査 3．  2  ■  9  0  円  2  0  0  ■         欄り起こしj的性■を掃っており、どのよ  予後綱暮は、現存の社食暮凱こ対する  成された対応指針は、混乱を期持してい  こ関する研究）で≠施した1．全項住民城  全鴎精神ホ快椚董の緒集は 平静的に  ＝対する対応策に聞  
ギュラト  うな方法を用いても極めて≠施が田れで  ー騨価であると同時lこ、今後の社会責  る臨床親書におけるガイドラインとして1  董、2．全町中掌生椚暮、3．会田精神椚続  も古い騨価を受けておリ 2005年には台   

する研究  リーサイエ  あるが、（研究1．＃物乱用・依存書の≠  測をキえる胃の工事な責料となる。・「治  書である。・t禦t職輝の根拠となる法  椚董、4．全関北暮自立支檀施設間壬  湾政府主催による「薬物統制と■■治★  

ンス総合研  態把1に関する研究）で真滝した1．全鴎  震共同体」研究は、わが瑠には欠落して  令のヰ理と匿t従事肴として暮幕tに  は、いすれもわが中嶋一書大規模のも  に闇する台北皿隋金線ヱ005J、拍明年に  
究  住民調査、2．全円中学生闘董、3．全孤精  いる社会★源を紹介するというt賽な役  適切に対応するための★料は、混乱を  のであり、薬物乱用防止対策の騨価・立  ま台湾政府主催による「アジア多都市疲  

神ホ釈明壬、4．全孤児暮自立支援施設  割を遭っている。・治■過程上の『法的  来している臨床現場におけるガイドライ  兼の際の暮礎データとなると同時に、孤  肇闘士グループ2008食牡」での1漬に  
調査は、いすれもわが加唯一t大横積  間檀の瞥理と、作成された対応指針は、  ンとして工事である。・薬物依存症書を  静的にも発表出乗るわが乎の代表的な  摺闊された。・公開講座「治療共同体と  
のものであり、同時lこ鴎静的にも通用す  臨床現場におけるガイドラインとして1  書簡にもつ書換を対たとした書簡読本  間暮研究である。・＃鞠依存症書を手旗  は何か、その思想、構逢、戦略と可能  
る爛壬方法で≠推したわが電の代表的  暮である。・豪族読本は、「薬物乱用臍  は、「薬物乱用防止新玉か年戦略」にて  こもつ手旗を対tとした豪族読本は、  性」（漬肴：DAYTOPInt●m8b。nallnc．  
な闘士研究である。・G∧仏入賞著の予後  止新玉か年鴫嶋」にてⅦわれている「＃  払われている「藁柚依存・中書肴の欝族  「薬物乱用防止新玉か年戦略」にてⅦわ  斬1、アロイシウス・ジョセフ氏〉を  
研究はわが乎初の研究である。イ治ホ  物依存・中■奪の書換への支援を充臭  への王様を天稟する」を鼻現化した物で  れている「賽物依存・中書看の手旗への  ZOOT．a．2■に開催した。  
共同体J研究はわが凰では当研究班独  支檀を天幕する」を1現化した物であり、  
自の研究である。   が期待される。   その利用が期待される。   

幡血用血液製剤中の  1丁  18  医薬品・医  遭靡1厚  一般に臨床に用いられている赤血球、  エンドトキシンは多彩な■胎を惹起す  なし   清潔な血液製剤を供給しなければなら  今回、我々が使用した茶席廣エンドト  3  0  0  0  丁  0  山  ○  0   
エンドトキシンに叫す  環機器専レ  血小板、及び凍緒人血躾などの♯血用  る可能性のある暮素であり、血液製】捌こ  ないという観点から、献血された血液を  キシン瀾定法（比濁法）は、エンドトキシ   
る研究  ギュラト  血液製剤は本兼ホ薗的であらゎばなら  エンドトキシンが食事されていることは、  精製する過穣において、どの時点でエン  ン特■的方法であることを確認し、現時  

リーサイエ  ないが、今回の♯肘でエンドトキシン特  エンドトキシンに汚染された血液製鋼を  ドトキシンに汚染したのかをⅥ暮する必  点では世界でこれにずるものがないこ  
ンス総合研  井的測定法により赤血球、血小板、及び  ■血することにより、これ手で原色が不  暮があることについて示唆した。≠走に  と．またエンドトキシン徹を正確に測定で  

究  凍結人血炸中のエンドトキシン傭を測定  明であった牡血後の発熱、発疹などの  サイしては、特■的エンドトキシン測定法  きる唯一のものであることを磯野した。  
したところ、エンドトキシン隕性寧は刑  を用いる必事性について■肯した。  FDA】らくエンドトキシン測定法として聡可  
5．41であることが判った。今後、エンドト  し．日本にも●入され、使用されている  
キシンが混入した贋因を解明しなければ  いくつかのエンドトキシン測定法は疑陣  
ならないことを示唆する成果が得られ  性反応を示し、エンドトキシン糟■的測  
た。   明することの暮事性を示唆した。  定法でなく、それらを用いてデータを解  

析する危惧性について搾精した。   
若年職血書数埠加の  也  18  医薬品・医  日久 浩志  職血への鷺hは現在でも必ずしも高くな  臨床的牧点というよりは、粟野に初凪群  200丁／4／用現在で書比食蠣で取り上けた  本¶舌は、今後、地域の人口、年齢欄  マスコミでの公開はないこれからの献血  0  0  0  0  a  0  0  0  0   

鶉の非離血書の書撫    膚機器等レ  い。僻血末権験肴に、僻血の鷺暮、痛み  血に至った暮比を元に、書血書募集の  実績はない   成、通勤通学動向などの記述疫掌的  肴確保をどう取り組むか、なるタイトル   
構遣に闇する研究  ギュラト  の実際の眈の情報を捷示し、その後の  効果的な責料を開発し、その檎旺を碓井  データと付き合わせることにより、地域の  で、井55也日本輸血細胞治療掌会で（平  

リーサイエ  追跡椚董で初回腰血を行った曹の鷺什  した。この槌夫はヱ閃7年鷹からの同一王  特徴に応じた効1的な＃血書募集の活  成18年6月2日）に名古1四際会嬢壌に  

ンス総合研  を分析できた鷺■は大きい。今回新た  勤に利用できると考えられる   て市民公開講座を開催予定   
究  に、性別、♯血に対する蓼加暮秋から、  

獣血に対する書騰が■なることが明らか  
となった。また、新規の≠血雪を募集す  
るよりは．複数回麒血書を嶋加した方が  
♯血暮が増加する効臭があることを明ら  
かにした。   

岬血用血液及び縮胞  18  18  医薬品・医  幕井 鷹憂  Aβ0型不立合輸血椚士の全四椚暮を集  A80型不王含■血の予防対平として、  1性■皿副作用に闇丁る多施設共間研  研究緒よに手つき「輸血ホ法の稟施に  じほう社、J叩帥Modicin02007／2／7ニ  4  ‖  4  0  5  3  0  0  2   
ホ法の安全性に間す  水城希書レ  施し、5年前に稟施された同様の椚董と  緊急時0製赤球製剤の使用のt及、1  究のM暮結集に暮づき、♯血劉作用の  開する指針（改定版）」、「血液製刑の使  N0．1080号に、当研究班が解析を担当し   
る研究  ギュラト  比較して、今回の臍董では■告件欄は  書・血液製剤の熊倉時のIT技術の利用  原因検索の標準化のために、l囁作用桝  用指針（改定版）」のキ改定について必  た「ABO型不1含●血綱暮精霊」の職材  

リーサイエ  減少したにも関わらす、死亡例の減少が  促遭、廿血当祉を絶当機董技師の教t  暮体制の亜仲、陳因製剤回収の■体的  暮な事項の≠告を行った（2008ノ12）。へ  が穐tされた。メディカルトリビューン  
ンス総合研  見られないことを明らかにした。緒集を  の強化を1点併用として提唱した」剛作  手順、急性■血副作用対応劉■暮、美  モビジランスに関して、日本版SHOT橿  杜、M●dic■＝’ribun82006／7／13：∨0l．39．  

輸血細他治療学食のホームページに縄  用の押出製剤回収の限界が明らかとな  瓦Soriou8H●工員「由o一丁r●∩寺山きjon  ♯の必事性及び、鋼院内の書血刑作用  N0．28書に当研究班が作成した「♯血劃  
究  粧した。急性■血劇作用に関する多施  リ｛血相電感染症、叶血蘭遍急性蘭陣  （SHOT）に準拠した鴫血判作用の慣由檎  闘士体制を充実することの必手性を明ら  作用の蘭田檎棄リスト」が縄≠された．  

設共同研究を≠施し、2例の輸血欄萄感  書（TRAU）の冊因究明のために「セグメ  素リストを作成した。これらは．載が四に  かにし、主盤となるデータを檀供した．米  全町大筆■味輸血節食繚メーリングリス  
染症穫定例鴨のl吋作用を同慶した。遣  ントのシール方法の文王」、「血液セン  おいて、ヘモビジランス体制を確立する  四で提唱された遺血幹締池移檎、再生  トにより、研究成果を全鴎に配惜した  
血幹細胞の安価で、正確な新しいウイル  ターでの白血球抗体検査用血清保t」  上で、極めて工事である。また、遭血相  医療までも包含する安全量視機構（／くイ  （200丁／3）。  
ス検出システムの開発を行なった。同檀  専の提案を行った。細胞治＃のドナー安  他移橿学会のガイドライン妻1会と共同  オビジランス）の概念を初めて呼人し、そ  
欄他移檀では、HLA枕席以外のマイ  
ナ一統冊はGV」に関与し最期生存に有  
利であることを明らかにした．   
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薬刑師の実践的臨床  18  18  医薬品・医  井関 塵  本研究では」刑凪験著は各々の鴎床禦  ■攫でのカンファレンス．■覆ミーティン  がん性拝所に対するオビオイド製剤使用  本研究で楕旺した藁攣■¶旧聞は現  平成18年10月15日にfL帆こて開催さ  0  0  0  0  2  D  0  2  5  集株の在り方に閲する    療l女器零レ   務に関する間糧点を抽出し．間蟻解決  グ．総匝鯵・ホ棟カンファレンスヘの蓼加  マニュアル作成のための暮盤をれ豪す  在．曙生労働省．日本ホ職薬剤師会な  れた医療薬攣金公開シンホ■札幌慣虞にお  研究    ギ 
ュラト  のための臨床研究を構築した．臨味研  などを通じて鞭試験書は薬剤師と一緒  ることを目的として．オビオイド製剤使用  どが進めている■門鰹定岬】鷹の領域と  いて講漬を行った．  

リーサイ三  究に対するモーは概ね書く．これは醜床  こ服薬指導を繰♯しているだけでは知り  こ対するt什闘士を行った．現在，当職  もオーバーラップする節分もあり，これら  
ンス総合研  研鯵において自ら見出した間q点に闇し  えなかった惰稚を縛ることができた．研  マニュアルを作成中である，また．脂肪軋  の慣ヰの薬学的■n性を暮する稟刑師  
究  てテーマを敗走したためであると考えら  鯵後の書撫研暮において全ての♯試験  刺イントラリボスの使用状況についてⅥ  がチーム匿柵に積極的に蘭わっていくこ  

れた．一方．コミュニケーション能力を向  書が「チーム医環における薬剤師の1  壬を行ったところ．有用性・遥正使用法  とで匿攫の■を向上させ．t終的には｛  
上させるための事前桝■・実習の必千  手性を法相した」と回答した．このことは  や注書点などの情書が聞知されれば処  駄な医膚■の節減にも■♯できると予  
性も示唆された．   臨床研鯵を通じて他の医療徒事書と情  

鞘を共暮することの暮手性を智憬したた  
めであると書えられる．   屯布した．   Tの書い＃刑師の書成にF僻すること  

が期待される．   

内分泌かく乱性確定  16  18  化学物丼リ  小野 宏  EDC讐のげっ菌類胎生期・新生児袖に於  肛搾の臨床的データは得ていないが、ヒ  り「躍労t・内分泌かく乱化攣物rのス  t）包括的ガイドラインヘ向けた暮礎デー  80  5  2  68  13  9  0  0   
一式験法及び内分泌か  スク研究  ナる使用t■鼻が成れ後の神経・行動、  トに於けるD【Sの胎児期■平による橿明  クリーニング法及び世職法スキーム書悦  タの集積に天職した。2）低用1間糧を含   
く乱性賦鹸騨価包層ガ  免疫、内分泌、生糧場のいずれの系に  締鳩癌発がんに代褒される檀々の遅発  レポート」をOECDに檀出した（EDTA第6  む稚定紋職の騨価の精鷹、馨れ性の向   
イドラインの開発に朋  も不可逆的な芦書を併発することが謙鰹  性影書に生物事的な裏づけを確認し縛  国VMG－m■mm■厄n会合（ヱ007年1月  上、及び騨価プロセスの迅速化に工歎し   
する総合研究  された。これらの研究により明らかになっ  る成よを岬た。また、今後のモニタリング  り118即）．2）賦♯法開発にあたり、  た。3）厚労省一内分泌かく乱化学物干の  

た1t時期、桂路、★書影書指揮零の  こ対する一定の指針と成り得る惰甘を含  リードラボラトリー及び／りデーションを  ヰホ影■に開する檎村会（伊★Ⅷ行座  
檜事件から、佐用暮影■を含む内分泌  務めた子音肥大賦♯のピアレビューの  
かく乱化竿物Xの■書性騨価に関わる  終了に伴う、0〔CDガイドラインの作成に  
包括的ガイドライン蘭先の暮礎データの  ●即した。特にマウスを含めるための  
集積を得た。   データを檀供した。3）H●「8hborl●r柾験ガ  

イドライン化のための∨さIid8山onpha603  
を異施し、その緒集を輪文化した．   

した．   

内分泌かく乱化攣鞠  16  18  化学物rリ  井上 逢  内分泌かく乱化肇物ーの蔦次生命系へ  内分泌かく乱化肇物Tそのもののヒトヘ  内分泌かく乱化学物書のスクリーニング  厚生労働科筆内分泌かく乱化学物r検  各省濃縮会托を通じた関連公開シンポ  37  310  0  u  150  175  0  0  0   
井の生体影■メカニズ    スク研究  のかく乱作用の≠書にある分子≠れを、  のt書の危惧はないことが明らかになり  ＝関するk♯法開発とあいまって子宮  田舎零の響躊会で、その研究動向と欧  ジウム専への什嶋擢供を行ってきた。   
ム（低用1効稟■複合  機内受容体のシグナルネットワークを中  つつあり、他方かく乱機構に闇する研究  鷹大F♯専のガイドラインの餃定が経済  州畢■会、米四環壌保は庁事の行政施   
効果を含む）に関する  ■とした暮盤研究をすすめ、生殖・ステ  が並み、檀々のホルモン受容体を介した  開発協力機構を中心に進んでおり、これ  策の逢農∬向をにらんで情報の検討が   
総合研究  ロイド代納系、免疫・感染防御系、神経・ へニム 

行動系の影■メカズを統一的に  
理解すること書目的として研究を壇れ  
ダイオキシン受容体シグナルと女性ホル  
モン受容体のクロストーク（交叉）現た、  
胎生期及び新生児期におけるDESなど  
ホルモン活性葡■の投与によって生ず  
る不可逆的シグナル伝達機構の発見、  
稚々のSXR書抜内憂容体の檀々の臓器  
における多様な反応性蠣を見出した。   

木材防鷹刑として使用  16  18  化掌物1リ  慣日 暮則  木材肪嘱刑CCA、ACO、AACの暮性騨  CCA、ACQ、人ACは、いすれも皮∬感作  CCA、ACQ、んACなど皮膚膚食性のある  ℡内で便用されている代♯的木材肪牒  2005年3月ユ日にT訂郡内でCCAの事性  0  0  0  0  丁  山  0  ¢  口   
される化事物Tのリス    スク研究  価では、いすれの薬剤も皮膚感作性及  性及びホ★性を示し、反復曝書では貫  化合物の反復縫皮投与暮性賦験を実施  刑（CCA、ACQ、AA（〕）の暮性竿的特性  こ御する公開セミナー（纂5匡IIETセミ   
ク騨価に関する研究  び腐食性を示し、反復経口・桂皮囁薫で  血の誘発あるいは免疫系に影■を及ぼ  する腋二は、適切な投与1、適用時Ⅶ、  を明らかににするとともに、各州の反旗  ナー）を稟施し、我々の研究成果を発表  

ま両経路ともに血液、肝陳、T♯、消化  すことが示唆された。これらの■性デー  遥用期間事を設定するため事椚に被♯  投与暮性試験における軽口・桂皮の間  するとともに、併せて、米Ⅷカルフォルニ  
tあるいは神経・免疫系に影■を及ほ  タは、アレルギー疾患や1血予防の職  物井の腐食性を確膠する必事がある。  曝書織践での書t性t（NOA【し）を判定  ア大半デービス校のす墳書性筆数授で  
すことが判明した∴麦た、CCAは変■押  点から、矧こ藁刑をt搾取り扱う作事警  その観点から、本研究で用いたinvitro  した（経口：ACO8ml／k書、他は1  ある松村文夫氏を摺嘱し、米四での木材  
性陽性（クロム・ヒ素の複合作用）で、皮  安全を図る上で1事な惰傭と書えられ  ヒト皮膚三次元モデルは検出力も高く、  叩／k■：は皮：3割とも全てl叩／k■）。こ  防ヰ刺（矧こCCA）のリスク騨価の現状  
膚寛がんに対し促進効果を示した。CCA  る。また、ACOとAACの書助成分である  動物愛捜の糟柵こ台数した書効なモデ  れらのデータは我が酋の木材肪欄蘭の  こついてホ漬を受けた．米印ではCCA  
囁■による肝臓メタロチオネイン発現の  匹敵アンモニウム化合軋ま粘膜Il激性  ルである。また、遺伝■性の解析におい  包括的リスク騨価、す墳よ準檀の鮫定  心理木材のおが膚・チップを子供の遊技  
経絡塵（軽口で抑制、桂皮で元逢）に開  があり、吸引した場合には気1系の炎症  て、ACQやAACなど書勤成分に投書作  あるいは書応用吊規正法によづく法構  ■に使用するため経口増井の影tも懸  
しては、メタロチオネインのDNAプロモー  を誘発し、大t牡1では死に至ることか  用を書する物■を含む■合、欄薗を用い  制に役立つものと考えられる。   念されている情報を櫓て、本研究におい  
クーⅧ壌のHi8tOn●H3Kヰのメチル化が  ら取り扱いには注まを賽する。ただし、  るエームステストは♯勅のため、代書法  て経口投与試験にも1点をおいた．ま  
関与している可熊性が示唆された，  環墳中での分解は早くす墳汚染による  た、田内外の檀々の攣術集会で成井を  

危険性は低いものと舞えられる．   莞奪した。   

地理及び‡土釜状況看  16  18  地域健贋  浅見 喪印  空間ドキュメントt理システム（SDMS）  感染症の行政陣場は拡大阻止にあ  インフルエンザの拡大Ⅷ止、AEDの股  一般人によるA印を使用した除細勤  浅見卒¶．一服ドキュメントをドラッグ  山  ロ  ロ  8  20  10  0  ○  8   
加味した地＃分析方  危機t理  は、今までのGISの概念を超えて．ドラツ  る。したがって健■危機書理の観点から  置場所の効率化は今後、行政における  （PAD）が厚生労≠省医政局指導闊最速  だけで地図喪示．SロMS 空Ⅶドキュメン   
溝の開発に関する研  研究  ケアンドドロップのみでの空Ⅶ分布最示  よ、感染症の発生を、椚田如何に蘭係  健ホ危機t理用のガイドライン作成lこ★  知lこよって艶められて以兼、楕々な場所  トt理システム．QISNEXT．特集新し   
究  を可能にした。このための位正博嶋検知  なく早い段階で把≠し対応を行うことに  する。   こAEDが股正されている。殴置場所につ  いマップビジネスの行方．事13号．2005  

技術、馴ヒ技術、データ躁作技術などを  ある。そのためには、どの時点で明壬を  いては、駅や公民館など人が■まる叫  年10月．株式会社クリエイト■クルーズ  
賽装化できる形で開発できた暮韓が大  含めた医★介入を行うかの決定を支は  所を先に決定していたが、住宅地での検  pp．68－71」こSDMSが取り上げられた－  
きい。また、空間統計掌に暮づいた新た  するシステムがあると良い。小学校欠席  旺は実施されていない。本法を用いるこ  また、四立保健医環科学院における儀  
な空間解析手法を開発し、その賽征研  ヰは既存の感染症サーベイランスとの  とで、コンビニエンスストアに記正するな  鷹危機書理保健所農事研修でSDMSの  
究を行って、その書効性を確隈できた。  欄間もよく、さらに迅速性と地墟把檀性と  ど新たな施策を集施するときに大きな指  

いう大きな特徽があることが分かった．  積lこなる。   て健♯危機管理のあり方を示した。   
事間的には欠席率という分母を持つ比  
較を行うことにより、感染症拡大状況を  
散華的に把攫・比較することが可能と  
なった。  
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地域における新たなt  16  18  地域健膚  浮田∴徹岬  従来社会心理竿などの分野で什嶋の伝  臨床公衆衛生攣の観点からは、大親機  1体的なガイドラインの開先にまでは至  サ回は、せt危■惰和に関する実験的  特にマスコミに取り上げることはなかっ  0  u  0  0  ■  0  0  0  0  及啓発方法の開矧こ    危機t理   ■や伝道過程での変容、樽仰の経過に  な感染症を拡大を防ぐことは、暮暮な騨  らなかった。ただ、ガイドライン開発のた  なブログを作成し、利用書に使い脾手や  た。上記のように、す回の研究は、行政   
間する研究  研究  伴う変容について研究されてきたが、実  糧である。す回の研究では、そのための  めに横田すべき事1を肴嘱した。ガイド  暮望に間するアンケート調査をするにと  的観点からの成集といえるものではな  

♯主的状況ではなく、一般市民を対書に  決定的な方法愉を兄いだす手でには圭  ライン開業のためには「騰がJ「椎に」「何  どまった。そのため、手だ、行政施策に  かったためであろう。ただ、今回の研究  
これらの点について秩旺できたことは、  らなかった。とはいえ、儀★危機情報を  のために」rいつ（いつまでに）」rどこで」  反映されるまでの成共は得られなかっ  が、健オ危機情≠に関する新たな暮及  
竿術的句点から見てt書があるものと  ワンストソフで入手できるシステムをれ築  rどのようなコンテキストで」－どのようにし  た。しかし、このアンケート椚董の緒tを  啓発方法の開発につながる辛がかりを  
考えられる。   することにより、ぜ染虚の発生や、感染  て〆鰯異についてどのようになることを  さらに分析し、使い靡手のよいフログの  提供していることから、ある穣廣イン／くク  

縫鋒、特書的な症状、●期発見のボイン  目的に」惰tを伝えるかを檎附しておく  作成に暮することが、行政的観点からの  トをもたらす研究であるといえると考えら  
トとさらなる感染を防ぐ対応法などの惰  成異につながるといえるだろう。   れる。   
稚にアクセスしやすくするための辛がか  
リが得られたことは成1といえる。   

地方衛生研究所のあ  18  18  地域健康  田中 暮代史  地方衛生研究所に法的也tづけがない  今緩の櫨∬危機対応が現状では、すべ  なし   H17年の厚生労働省の地域保健対策檎  なし   8  0  0  0    2  0  0  0   
リ方および機能強化に    危機管理  ことから毅t自治体の判断で■甘されて  ての地方衛生研究断で可能とは甘えす  肘食に、本研究の地方衛生研究所の★   
闇する研究  研究  きたため、全率の地方衛生研究所の間  態肌董の一部が責料として活用された。   

に人的、施設・牧傭に大きな董があるこ  
とが明らかになった。そのため今後の≠  
♯生欄偶のあり方についてとりまとめ  
た。   

変暮期に対応する保  16  18  地域健贋  岡本 玲子  ・今糟に強化が必暮な行政保債肝の■  研買緒稟より明らかにした今特に強化が  3年間の闘士綿膚（面鞭所王、保書師鞍  保囁師の■門脈力獲得万策15つの環  碓T■二俣囁師の■門簡力積得万策15  U  0  丁  0  山  2  0  0  0  鍵師の新たな書門技    危機t理   門能力を洲係書への衝樺臍王より明ら  必書な保健師の■M熊力について、サ  ▼担当書間董、保■師綱暮、海外視幕・  書」および関係書への提某で、l．保独断  つの捜tJは、ホームページ「保健節ひ   
能獲得に蘭する研究  研究  かにした。・モの書門能力について全内  回檎肘した獲得方策に暮づいて教▼プ  文獣）をもとに、擾書暮：保健師の書門  が強化すべき書門能力とは、2．効霊的な  ろば一木宋へ－」に縄tしダウンロード  

保健野の獲得状況の実態と間違事因を  ログラムや教材を開発し、保健師歎▼に  能力攫得方策r5つの榛冨Jを作成し、全  学び方とは、8．めざす利運段階と時期と  できる（  
明らかにした。・その書門能力について  薄かすことによって、保健師の書門能力  属♯遭府県保健所（t和布町村含む）、  よ、4．保健師の筆書支檀体制の中心と  ht旬ノ／www〟hn叩8G8uminJp／homohtml  
）       獲得方策を侵せ軒数書握当書と保健師  の向上が期待でき、それが、ひいては地  全保健師教書橿臥全■覆協会．肘  なる自治体と大事との協同のあり方と  
への椚董、および海外横平・文献檎肘よ  職住民の公衆衛生の向上に結びつくも  2500簡斬に郵送した。各棟Tには、保健  は、5，保健師佃々に取ってほしい朽れと  
り明らかにした。   のと考える。   師、自治体、大学・教■研究機闇、▲能  

団体・職能■団を対■にした人体的な提  
兼を付けた。   ★のよ開が期待できる。   

からの緊急遭■に   生時の緊急オペレtション  近年、■インフルエンザや贋因不明の 発生時に、効率的な情嶋通惰  0  0  2  0  2  0  0  0  0   
機発生時の遺情連絡    危機t理  地域における健鷹危  18  柑  地域健鷹  佐儀 一夫  携帯t話による慣書道慣手段（TVt  米■では、桝事t除  「優肛花書発  腰  儀鷹危♯                           轄、メール、ファイル送傭）や、卿橡解  おいて也t†I鞠の通知を■精付ける  センタにおけるi■Ⅷ穐讐に閲する書傭ガ  染危など、行政として早期に対応をしなく  遭嶋休側を積立するためには通常時か  にⅦする研究       析 

研究  、デジタイジング処理書の技術を用  「田11」やバイオテロ機知システム  イドライン（素事）」を作成。システムの礪  てはならない職鶴があがっている。す回  ら利用されている♯♯でないと使えない  
い、それらをうまく縮み合わせることで緊  “8ioS●nO●■’などの取り組みが遭められ  入に欝しては、全判で圃一的な進め方を  作成したガイドラインは、既存の携帯t  ことが判明した。そのため、日ごろ用い  
息碑の情甘遍櫓に利用できることを臭静  ているが、わが四ではこの分野での取り  するのではなく、EOC牧t機関の積類や  轄やP¢利用をベースに作成されており、  ている携書t幡とPCを活用することで、  
の各條儀■聞で確旺できたこと、また桝  組みがほとんどなされていないJ今回の  そのそれぞれの地蟻性、また通什・連絡  儀鷹危≠発生時の緊急オペレーションセ  より効率的な慣書道什■絡体制を確立  
書t飴端末は今後遺慣速度の向上や  取り組みにより、■t危■発生蠣の緊急  手段の書書・王新状況によって、さまざ  ンタ導入へ向け、■用面でハードルも低  できる。ヰまでは大観秩システムの開発  
画橡処理の技術の向上によりさらに■  時に曽及した機構t憎を利用した憫書  まな進め方が奪えられる。例えば、¶易  く、正用面讐のエ夫はす緩も械肘が必  専、新規に大きなインフラ投資必事とキ  
勅な情嶋連絡手段として活躍できること  収轟方法や必暮な什■、利用方法につ  なシステムから中人する■合、あるいは  書なもののガイドラインを暮に、今緩各  えがちだったが、この手法を用いると既  
が確認できた。   いてガイドラインを取りまとめることがで  t初から高度なシステムを導入する≠  地方白滝体や関係機関に導入が期待さ  ＃の電傭されたインフラとしての携帯t  

きた．   含などが想定した形で取りまとめた。  れ、今まで以上に早期に対応が可能と  
なる。   

特定運葉物における  用  18  ・一 L右  1谷 ■－  特定社葬物（肩泊、簡集、金融．行政、鞍  特定捜蔓鞠別席投の従某■敷410人の  平成18年鷹堤辛¶環堺衛生t理・シック  0  3  0  0  15  ■  0  0  0   
t内化事物ー汚染の    危機書理  書などの業種）21施設について、王内汚  せ♯鷹及び■労廣を椚蓋した。抑＝、償  ハウス対策提当t■研尊会（厚生労   

実態とせ♯影響との  研究  染の状況及び従業■の健■鷹の別暮を  働、平成19年3月15日）にて、「特定蔓欒  
開運に朋する研究  実施した。揮発性有機化合物は約32檀  袖における上内化学物責汚染の実態と  

環、アルデヒド檀はホルムアルデヒド、7  電離影tとのⅦ運に闇する研究Jの内  
セトアルデヒド、及び二酸化竃素をそれ  宰にて1内化事物r・物理因子の現  
ぞれ定1した。ホルムアルデヒドを除く他  状、従業■のせ震度について特定建築  
の化肇物T（測定数818）の■術平均Ⅷ  物24施設の研壬緒共について発表し  
は全て10ppb以下であった。物理歯子は  た。   
臓雷が一部の施投で書かった。北九州   
市のアスベスト使用状況桝壬では簗10  
年以内では使用はなく、集年数が多くな  
るにつれ使用■鷹が叫加し、クリソタイ  
ルが主であった。   

循環式浴槽における  16  18  地域健鷹  遺靡 ■飾  循環式浴槽システムにおいて、レジオネ  清け水の瀾度およぴKMnO4さl暮1は入  循環式浴槽システムは従来の寛全換水  生膝研究の成tは、庫生労働省主催の  4  u  山  口  口  5  
浴用水の浄化・さl書方    危機t理  ラ凡百は浴槽水と樟触している構遺物  薄青が持ち込む汚れと溢水／補給湯量  型の浴槽システムとは根本的に1なっ  「全四レジオネラ対策嚢■」において輯   

法の■遷化に関する  研究  の嚢衝に書生する／くイオフイルムが汚染  により規定されるもので、濁度およぴ  た♯遭であり．汝水を椚檀とした現行の  書されている。また、地方自治体の集例   

研究  兼である。浴槽水のKMnO4さ儀一t（暮車  KMnOヰ51t量は持ち込み汚染tを綿飴  浴檜水水■暮準を準用することの1非  専には研究成果が曾照されており、貞治  
Ⅷ：25m■／し）は溢水とそれにt合う濃水  沸暮で瞼したⅧに収★することを示し  について檎肘べき晴期にあると考える。  体主催の撫漬会においても成果発表を  
の犠充によりt理できることを明らかに  た。櫨薫専の消暮剤の使用により生じる  
し．生物浄化の必手性を橿本から否定し  I】】生成物による化学物井曝書の固遷に  
た。一方、濁井（■鷹5鷹以下）の除去は  向けて換気を含めた旛投の維持t理の  
必事で、使い捨て型の珪藩士ろ過が効  よ止しを柑梢した．レジオネラ機壬用の  
稟的であるなど、浴僧檎並の■純化と洗  既存のDNA檎壬キットは概ねわが声の  
滞効tが得られ暴い≠遣への改■が危  環壌株、臨床株に対応していた。併せ  
息の慣増として搾檎した．培養凍に甘え  て、浴けt理のt憂t理点を嚢理した。   
てDNA桟出によるレジオネラ檎査の迅速  与するものである。   
化に遭を開いた。  
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t斬の科掌的知見に  1＄  18  地域健康  眞柄ホ靂  水江水の水r暮準に定めれている礪月  臨床研究は行っていない。   平成19年3月30日付け、水道法施行  平成18年8月4日に開催された雷5固  放送大学‖1壌工掌jの分穏執事で、研  9  44  24  山  9  10  口  2  ■   
基づく水r暮準の見  危機t理  やWHO飲料水ガイドラインで檀甘され  規lりの一節および施設暮場に係る省令  厚生科学書雑食生活環境水遭部会にお  究成果を活用している。   
直し専に即する研究  研究  ている嘱目について、水；1押水から浄水  の改正に本研究の成果が反映されてい  

処理を蛙て稔水性に至る水道システム  る。この他、水安全！十画策定婚が作成さ  
での華動や地理技術について研究を  れた。、   ついて械附された。また、平成19年4月  
行った。その結集、アルミニュウム、典薬  23日に水賞暮準改定に係る検討会に  
酸事健康影響を書する鞠tについての  おいて、本研究牒集を下に、水井暮準改  
低濾化技術を確立した。水1における■  定礪日について檎附される。また、平成  
薬の監視プライオリティリストを作成する  19年5月に開催予定の岬HO飲料水水  
とともに、有機りん系■薬の酸化処理馴  Tガイドライン書M季欄会に本研究の成  
生成鞠の攣勤や暮性長明らかにした。水  兼の一節が櫻供されることになってい  
安全計画の策定指針を椎管するととも  る。   
に、水井暮準対象化事物千のリスク騨  
価を行った。  

バングラデシュ及び中  9  0  D  25  5  0  0  0   
鴎を中心とする地下水  中のヒ素濃度が1／5－1／10に低減し、繊  
のヒ素汚染地械にお  研究   持t理ガイドラインを含めた安価で雷効  
いて地下水を（安全  な♯tを攫某できた。GSFでの生産され  
な）水遭水源とする実  る汚泥の上澄濱を集めた人工池では、ヒ  
現可能性押価に閲す  素耐性能のある微生物の活発な活動を  
る研究   旺め、自然澤化によると薬代碑が確捜さ  

れた。GSF処理施股の1年Ⅶのメンテナ  
ンス及び安全な水の供給のガイドライン  
を地域住民に示すことができた。   

のリスクの軽減の科学的な根拠を獲博  
できた。  

地域保健分野におけ  17  18  地域健康  大久保 一郎  本研項は行政讐的には政策騨牒の先珊  本研究は正雄朋には臨床面との間道性  本研究では．全政府機Ⅶで平成柑年10  本研覇は．全政府欄闇で平成1g年相月  0  0  0  0    0  0  0  

る規制影響分析の方  危機管理  的な研究であり．規制という政策手法と  はない．   月より．法令及び政令に暮づく規制の斬  より．法令及び政令に暮づく規制の新設   
法輪に閲する臍董研  研究  して頻用される手段の事前絆価の方法  投及び改廃時に．行政手続きとして■輝  
究  としての規制影響分析の方法論をレ  づけられる規制た■分析の保健医オ分  

ビューや試行によってまとめたものであ  野での方法輪を手とめたものであり．研  
る．主たる成果は．一般的なt用便益分  究柊丁時に決定された■精づけの枠欄  
析と規柑i影書分析の相遍点を明らかに  みに即して．厚生労≠実務担当者が美  
し．行政手法としての位tづけを定めた  施に準傭するための「あたらしい政策騨  
点である．わが四の保健医療分野での  価が始まり手す」「規制影■分析への準  
規制影書分析の研究としては唯一のも  什」の2手lのパンフレットを作成した一   
のであり価価が書い．  するという雷昧で成果は大きい，   

鮒ナ讃し式温泉にお  1丁  18  地域健廣  井上†I撞  全四隅董の結集を元に、掛け流し式温  掛け流し式浴楕の411から10CFU′／100m  なし   比較的安全と書われていた凱ナ流し式  第66国日本公費衛生学会総会（平成19  0  0  0  0  0  0  0  0  0   
ナる適切な衛生管理  危機t理  泉のリスク騨価を行い、間嘲点を暮理し  のレジオネラ爪蕾が娩出され、緑膿菌  温泉を広犠的に研重し、微生物汚染の  年10月24日）の公兼衛生行政研欄   
手法の開発専に闇す  研究  た。溝口において、清泉の書機炭素1に  10／100ml以上は16％、★色ブドウ球菌  ★態と泉■による衛生t理の間札点を  フォーラムr温泉施毀におけるレジオネラ   
る研究  応じて微生物が増麹するメカニズムを明  30／100ml以上は6ヽであった。緑膿菌45  明らかにした。ATPl止を指揮として浴槽  懲染予隅のための適切な衛生書理手  

らかにした。浮遊性のレジオネラ属すは  棟、★色ブドウ球薗83株の薬剤耐性を  専の沈潜方法を■1化することで、浴槽  法Jを企卸し、行政担当者及びレジオネ  
508c以上で抑制されるが、／くイオフィル  明重し、MRSAが1株同定された∴谷相中  でのレジオネラヰ書を陰性化できること  ラ蘭遍研究事賽の主任研究者礪ととも  
ム中には生息することを実験的に旺明し  で増糟する優占微生物lこは、  を示した。HACCPの概念のヰ入を捷t  こ、今後の行政施策に向けての提言を  
た。配t系と浴槽とでは微生物叢が■な  し、土手t理ポイント▲及び対策改書事  
リ、一日の営業終了後には浴槽固有の  例集を作成した。浴用施設の衛生t理  
微生物霊にtき換わることを明らかにし  事闇奪の指針に活用可能な知見を攫供  
た。浴槽のバイオフィルム定書の指標と  した。   
して、ATPふき取り検壬の暮準≠を設定  
した。   

温泉の泉ー零に対応  18  18  地域健贋  暮 文明  温泉成分、微生物に間する実態研董に  涌け水と冷却増水に檀息するレジオネ  1）浴槽水中の雷濃度に■目して、入浴  これまで痙攣的にレジオネラの汚染が少  酸性・（含硫十）－硫酸塩泉由兼温泉水  口  ■  ロ  3  ■  2  0  ■  2   
した通切な衛生t理  危機管理  より、一般細菌数が工事なレジオネラ汚  ラ・ニューモフィラの鞭毛遺伝子型に上ら  施設に間違したレジオネラ症の事例を収  ないとされてきた酸性泉について、1例と  を例にレジオネラの殺菌作用を明示した   
手法の開発に関する  研究  染のリスク因子であることが判明した。  れる違いについて明らかにした。このこ  集した。愚書由来株とす墳由来株の遺  して酸性・（含硫★）一硫酸壇泉由来濃  ことにより皿民に安心を提供した。   
研究  一般細闇が10借になると、レジオネラ汚  とを利用すれば、感染瀾不明のレジオネ  伝子塾が一致する緒稟を得た】3症例  泉水が、実隋lこレジオネラ・ニューモフイ  

染のリスク（オッズ比）は2．2借になった。  ラ症の散発感染事例で臨床分椚株から  ま、レジオネラ・ニューモフィラが丘百雷  ラや大腸薗に対して殺菌作用をもつ事を  
酸性泉と硫大泉のレジオネラ捜出率が  感染那を推測できることが示唆された。  で、薗濃度は、80－4700価ハ00mLで  明らかにした。この研究成よは、温泉業  
低く、多暮ロジスティック回帰解析でも、  今後、臨床分離株を檎暮として受け入  あった。これらの薗1においても感染リ  書にレジオネラ鷹薗対策として義務付け  
pH6兼欄でレジオネラ檎出率が書壬に低  れ、遺伝子型から感染滞にⅦする情嶋  スクが眩められた。Z）レジオネラの汚染  ている7k井捜壬を、全円で初めて免幹す  
かった。酸性・（含磯★）－硫酸壇泉由来  が少ないとされてきた酸性泉について、  
温泉水にレジオネラ・ニューモフィラを雉  酸性・（含硫十）一概酸壇泉由来温泉水  
触させると短晴Ⅶで殺菌され、陰イオン  が、実輝にレジオネラ・ニューモフィラに  
交換処理により綬薗作用はil失した。こ  対して殺菌作用そもつ事を明らかにし  
れは初めての知見である。   た。ここで用いられた検暮手Ⅷは他の濃   
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